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日本沿岸域における過去 3000年間の高解像度古海洋記録
High resolution records in the Japanese coastal and slope regions for the last 3000 years
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現在、過去 2000年間 (2K)の高解像度気候記録の増強と統合を目指す PAGESプログラム-2K networkが進められてい
る。その背景には、モデルによる高精度予測のベースとなる regional-scaleの気候パターンや気象災害に関わる現象のメ
カニズムの解明に、過去 2000年間 (2K)の高解像度気候記録の復元の重要性が認識されるようになったことがある。年
輪、アイスコア、湖沼堆積物、海洋堆積物等から regional-scaleの気候パターンの認識が各方面からアプローチされてい
るが、広域をカバーする過去 2000年間の高解像度の気候記録は地域間で偏りがある。中でも、サンゴ記録に基づく熱帯・
亜熱帯以外の地域では、海洋からの情報は堆積物に頼るしかないため、年代決定の不確実性や時間解像度の限界から、求
められるような精度の古海洋情報はほとんどない。したがって、古海洋 2Kは世界でも極めて厳しい現状があり、こうし
た古海洋 2Kの現状は今後の regional-scaleの高精度予測にとって大きな障害となろう。
本研究では、日本沿岸の 2K古海洋記録復元の取り組みについて紹介する。特に、太平洋で生態系レジームシフトや環

太平洋域の異常気象に関連の深い、PDO(Pacific decadal Oscillation)様の気候パターンの歴史的変遷復元の可能性につい
て、別府湾海底堆積物の TEX86やアルケノン古水温、マイワシ魚鱗堆積量を通して論ずる。
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